
委員会報告

議
第
42
号　
高
島
市
個
人
番
号
の

利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案

令
和
８
年
１
月
に
標
準
化
基
準
に
適
合

し
た
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
に
あ

た
り
、
個
人
番
号
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
事
務
と
し
て
、
住
登
外
者
の
登
録
・

管
理
を
行
う
「
住
登
外
者
宛
名
番
号
管
理

機
能
」
を
扱
う
事
務
を
追
加
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
。

採
決
の
結
果

「
賛
成
全
員
」
で
「
可
決
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、
付
託
さ
れ
た
２
議
案
に
つ
い

て
も
、「
賛
成
全
員
」
で
「
可
決
す
べ
き

も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

請
願
第
２
号 

選
択
的
夫
婦
別
姓
制

度
の
議
論
活
性
化
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
要
望
す
る
請
願

現
制
度
で
は
、
結
婚
す
る
際
に
は
必
ず

一
方
が
改
姓
し
、
同
じ
姓
を
名
乗
ら
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
結
婚
に
伴
う
改
姓
に
よ
っ

て
社
会
的
不
利
益
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

喪
失
な
ど
の
精
神
的
苦
痛
を
被
る
事
例
は

増
加
し
て
い
る
。
様
々
な
人
の
生
き
方
を

包
摂
す
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、多
様
性
、

男
女
共
同
参
画
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
の

観
点
か
ら
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導

入
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
国
会
お
よ
び
政

府
に
対
し
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
議

論
活
性
化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
も
の
。

採
決
の
結
果

「
賛
成
少
数
」
で
「
不
採
択
と
す
べ
き

も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

市
職
員
の
労
務
管
理
の
適
正
化
を
図
り
、

働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
等
に
伴
い
、

高
島
市
観
光
物
産
プ
ラ
ザ
の
開
館
時
間
を

午
前
９
時
か
ら
と
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
。

 採
決
の
結
果

「
賛
成
全
員
」
で
「
可
決
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
ま
し
た
。

議
第
45
号　

高
島
市
観
光
物
産 

プ
ラ
ザ
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案

本会議での討論
議
第
42
号　
高
島
市
個
人
番
号
の

利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案

反
対

福
井 

節
子 

議
員

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
大
量
の
個

人
情
報
の
、
国
に
よ
る
一
元
管
理
は
監

視
社
会
化
を
招
き
、
本
人
が
知
ら
な
い

間
に
民
間
へ
デ
ー
タ
提
供
し
て
し
ま
う

可
能
性
も
あ
る
。
地
方
自
治
体
は
負
担

が
大
き
く
な
っ
た
り
、
情
報
漏
洩
の
リ

ス
ク
を
負
う
こ
と
に
も
な
る
。

賛
成
賛
成

藍
原　
章 

議
員

今
回
の
改
正
は
、
住
登
外
者
宛
名

情
報
の
個
人
番
号
を
利
用
し
、
ま
た
そ

の
番
号
を
独
自
事
務
の
範
囲
に
お
い
て

情
報
連
携
を
行
う
た
め
で
あ
り
、
市
の

行
政
事
務
な
ら
び
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

円
滑
か
つ
継
続
し
滞
り
な
く
実
施
す

る
上
で
必
要
不
可
欠
な
条
例
改
正
と

考
え
る
。

請
願
第
２
号　

選
択
的
夫
婦
別
姓

制
度
の
議
論
活
性
化
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を
要
望
す
る
請
願
に

つ
い
て

賛
成
賛
成

井
上 

佳
郎 

議
員

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
は
、
従
来
の

夫
婦
同
姓
に
加
え
て
、
結
婚
後
も
各
自

の
姓
を
維
持
で
き
る
選
択
肢
を
提
供
す

る
制
度
で
あ
る
。今
後
の
国
会
に
お
い
て
、

賛
成
反
対
を
含
め
た
多
く
の
国
民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
請
願
第
２
号

に
賛
同
す
る
。

反
対

磯
部 

亜
希 

議
員

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
が
必
要
な
の

か
ど
う
か
、
今
後
も
国
会
や
政
府
に
お

い
て
議
論
す
る
こ
と
は
必
要
だ
が
、
こ

の
制
度
を
実
現
さ
せ
る
と
い
う
意
味
合

い
を
前
提
に
し
た
議
論
の
活
性
化
を
要

望
す
る
こ
と
に
は
賛
意
を
表
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
反
対
す
る
。
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